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✞043 バビロン捕囚（バビロニア捕囚） the Exile 

「捕囚」の実態を伝える史料はほぼ『旧約聖書』以外に、当時のバビロニアやペルシアの文字史料

でこの事実を伝えているものはほとんど存在していない。 

 

BC722、イスラエル王国（北王国イスラエルの 10 部族）がアッシリアに滅ぼされた後、ヘブライ人

の国家はエルサレムを都としたユダ王国のみとなった。ユダ王国の王ヒゼキヤは、アッシリア軍に

よる長期間のエルサレム包囲に備えて、エルサレムの城壁を固め、食料を蓄え、水源確保のため、

ギホンの泉とシロアハの池との間に全長５３０ｍの地下トンネルを開鑿（かいさく）して、生活用

水を城内まで導き入れ、町を包囲された場合でも十分な生活用水を供給できるようにした。しかし、

結局はその軍門に下り、アッシリアに貢納する属国となった。（ただしこの時は、エルサレムは破壊

されなかった。） 

 

 BC609 にメソポタミアとエジプトを統一支配していたアッシリアが滅亡すると、オリエント世界は、

新バビロニアのネブカドネツァル王とエジプト（第 26 王朝）のネコ王がその覇権をめぐって激しく

対立した。その中間にあるパレスチナのユダ王国は両国の間で揺れ動き、最終的な選択が迫られた

が、その判断はエジプト側に付く

ものだった。それに対して、新バ

ビロニアのネブカドネツァル王は

たびたびユダ王国に圧力を加え、

自陣に引き寄せようとした。ユダ

王国の王は両国の優劣を図りなが

ら王権の維持を図り、貢納や軍事

の負担は民衆を圧迫した。BC601

頃、新バビロニアのネブカドネツ

ァル軍がエジプト侵入を試み、エ

ジプト王ネコに撃退されたのを見

たユダ王国の王ヨヤキムは、新バビロニアに反旗をひるがえして貢納を停止した。態勢を整え直し

たネブカドネツァルがパレスチナに迫ると、ユダ王国の王ヨヤキムは国内の親バビロン派に暗殺さ

れた 

 

第１回バビロン捕囚（BC598：エレミヤ書／597：列王記 ➡BC597）：列王記下第 24 章 

彼（ユダ王国の王ヨヤキム）の治世に、バビロンの王ネブカドネツァル（治世：BC605～562）が攻

め上って来た。ヨヤキムは三年間彼に服従したが、再び反逆した。主は彼に対してカルデア人の部

隊、アラム人の部隊、モアブ人の部隊、アンモン人の部隊を遣わされた。主はその僕である預言者

たちによってお告げになった主の言葉のとおり、ユダを滅ぼすために彼らを差し向けられた。ユダ

が主の御前から退けられることは、まさに主の御命令によるが、それはマナセの罪のため、彼の行

ったすべての事のためであり、またマナセが罪のない者の血を流し、エルサレムを罪のない者の血



 

聖書研究資料［非売］〔注意〕著作権者の許可なく、配布・転載・複写することを固く禁止します。 

- 111 - 

 

で満たしたためである。主はそれを赦そうとはされなかった。ヨヤキムの他の事績、彼の行ったす

べての事は、『ユダの王の歴代誌』に記されている。ヨヤキムは先祖と共に眠りにつき、その子ヨヤ

キンが代わって王となった。エジプトの王は自分の地から再び出て来ることがなかった。バビロン

の王が、エジプトの川からユーフラテス川に至るまで、エジプトの王のものであったすべての地方

を占領したからである。ヨヤキンは十八歳で王となり、三か月間エルサレムで王位にあった。その

母は名をネフシュタといい、エルサレム出身のエルナタンの娘であった。彼は父が行ったように、

主の目に悪とされることをことごとく行った。そのころ、バビロンの王ネブカドネツァルの部将た

ちがエルサレムに攻め上って来て、この都を包囲した。部将たちが都を包囲しているところに、バ

ビロンの王ネブカドネツァルも来た。ユダの王ヨヤキンは母、家臣、高官、宦官らと共にバビロン

王の前に出て行き、バビロンの王はその治世第八年（BC597）に彼を捕らえた。主が告げられたとお

り、バビロンの王は主の神殿の宝物と王宮の宝物をことごとく運び出し、イスラエルの王ソロモン

が主の聖所のために造った金の器をことごとく切り刻んだ。 

彼はエルサレムのすべての人々、すなわちすべての高官とすべての勇士一万人、それにすべての職

人と鍛冶を捕囚として連れ去り、残されたのはただ国の民の中の貧しい者だけであった。彼はヨヤ

キンを捕囚としてバビロンに連れ去り、その王の母、王妃たち、宦官たち、国の有力者たちも、捕

囚としてエルサレムからバビロンに行かせた。バビロンの王はすべての軍人七千人、職人と鍛冶千

人、勇敢な戦士全員を、捕囚としてバビロンに連れて行った。バビロンの王はヨヤキンに代えて、

そのおじマタンヤを王とし、その名をゼデキヤと改めさせた。ゼデキヤは二十一歳で王となり、十

一年間エルサレムで王位にあった。その母は名をハムタルといい、リブナ出身のイルメヤの娘であ

った。彼はヨヤキムが行ったように、主の目に悪とされることをことごとく行った。エルサレムと

ユダは主の怒りによってこのような事態になり、ついにその御前から捨て去られることになった。

ゼデキヤはバビロンの王に反旗を翻した。  

**************************************************************************************** 

この時バビロンに送られた総数はエレミヤ書 52：28 では 3023 人とされているが、これは家長だけ

を指し、実際に家族を含めればその数倍になるだろう。この時はネブカドネザルは神殿は破壊せず、

また属州とすることもなく、属国としてエジプトとの緩衝地帯としようとした。 

**************************************************************************************** 

 

第２回バビロン捕囚（BC587：エレミヤ書／586：列王記 ➡BC586）：列王記下第 25 章 

ゼデキヤの治世第九年の第十の月の十日に、バビロンの王ネブカドネツァルは全軍を率いてエルサ

レムに到着し、陣を敷き、周りに堡塁を築いた。都は包囲され、ゼデキヤ王の第十一年に至った。  

その月の九日に都の中で飢えが厳しくなり、国の民の食糧が尽き、都の一角が破られた。カルデア

人が都を取り巻いていたが、戦士たちは皆、夜中に王の園に近い二つの城壁の間にある門を通って

逃げ出した。王はアラバに向かって行った。 カルデア軍は王の後を追い、エリコの荒れ地で彼に追

いついた。王の軍隊はすべて王を離れ去ってちりぢりになった。王は捕らえられ、リブラにいるバ

ビロンの王のもとに連れて行かれ、裁きを受けた。 彼らはゼデキヤの目の前で彼の王子たちを殺し、

その上でバビロンの王は彼の両眼をつぶし、青銅の足枷をはめ、彼をバビロンに連れて行った。第

五の月の七日、バビロンの王ネブカドネツァルの第十九年（BC586）のこと、バビロンの王の家臣、
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親衛隊の長ネブザルアダンがエルサレムに来て、主の神殿、王宮、エルサレムの家屋をすべて焼き

払った。大いなる家屋もすべて、火を放って焼き払った。また親衛隊の長と共に来たカルデア人は、

軍をあげてエルサレムの周囲の城壁を取り壊した。民のうち都に残っていたほかの者、バビロンの

王に投降した者、その他の民衆は、親衛隊の長ネブザルアダンによって捕囚とされ、連れ去られた。

この地の貧しい民の一部は、親衛隊の長によってぶどう畑と耕地にそのまま残された。カルデア人

は主の神殿の青銅の柱、台車、主の神殿にあった青銅の「海」を砕いて、その青銅をバビロンへ運

び去り、壺、十能、芯切り鋏、柄杓など、祭儀用の青銅の器をことごとく奪い取った。また親衛隊

の長は、火皿、鉢など、金製品も銀製品もすべて奪い取った。ソロモンが主の神殿のために作らせ

た二本の柱、一つの「海」、台車についていえば、これらすべてのものの青銅の重量は量りきれなか

った。一本の柱の高さは十八アンマで、その上に青銅の柱頭があり、その柱頭の高さが三アンマ、

柱頭の周りには格子模様の浮き彫りとざくろがあって、このすべてが青銅であった。もう一本の柱

も格子模様の浮き彫りまで同様に出来ていた。親衛隊の長は、祭司長セラヤ、次席祭司ツェファン

ヤ、入り口を守る者三人を捕らえた。また彼は、戦士の監督をする宦官一人、都にいた王の側近五

人、国の民の徴兵を担当する将軍の書記官、および都にいた国の民六十人を都から連れ去った。 親

衛隊の長ネブザルアダンは彼らを捕らえて、リブラにいるバビロンの王のもとに連れて行った。バ

ビロンの王はハマト地方のリブラで彼らを打ち殺した。こうしてユダは自分の土地を追われて捕囚

となった。バビロンの王ネブカドネツァルは、彼が残して、ユダの地にとどまった民の上に、シャ

ファンの孫でアヒカムの子であるゲダルヤを総督として立てた。すべての軍の長たちはその部下と

共に、バビロンの王がゲダルヤを立てて総督としたことを聞き、ミツパにいるゲダルヤのもとに集

まって来た。それはネタンヤの子イシュマエル、カレアの子ヨハナン、ネトファ人タンフメトの子

セラヤ、マアカ人の子ヤアザンヤとその部下たちであった。ゲダルヤは彼らとその部下たちに誓っ

て言った。「カルデア人の役人を恐れてはならない。この地にとどまり、バビロンの王に仕えなさい。

あなたたちは幸せになる。」ところが第七の月に、王族の一人、エリシャマの孫でネタンヤの子であ

るイシュマエルが、十人の部下を率いて来てゲダルヤを打ち殺した。彼と共にミツパにいたユダの

人々もカルデア人も打ち殺された。民は皆、上の者から下の者まで、また軍の長たちも、カルデア

人を恐れて、直ちにエジプトに出発した。ユダの王ヨヤキンが捕囚となって三十七年目の第十二の

月の二十七日に、バビロンの王エビル・メロダクは、その即位の年にユダの王ヨヤキンに情けをか

け、彼を出獄させた。バビロンの王は彼を手厚くもてなし、バビロンで共にいた王たちの中で彼に

最も高い位を与えた。ヨヤキンは獄中の衣を脱ぎ、生きている間、毎日欠かさず王と食事を共にす

ることとなった。彼は生きている間、毎日、日々の糧を常に王から支給された。バビロンの王はハ

マト地方のリブラで彼らを打ち殺した。こうしてユダは自分の土地を追われて捕囚となった。バビ

ロンの王ネブカドネツァルは、彼が残して、ユダの地にとどまった民の上に、シャファンの孫でア

ヒカムの子であるゲダルヤを総督として立てた。すべての軍の長たちはその部下と共に、バビロン

の王がゲダルヤを立てて総督としたことを聞き、ミツパにいるゲダルヤのもとに集まって来た。そ

れはネタンヤの子イシュマエル、カレアの子ヨハナン、ネトファ人タンフメトの子セラヤ、マアカ

人の子ヤアザンヤとその部下たちであった。ゲダルヤは彼らとその部下たちに誓って言った。「カル

デア人の役人を恐れてはならない。この地にとどまり、バビロンの王に仕えなさい。あなたたちは

幸せになる。」ところが第七の月に、王族の一人、エリシャマの孫でネタンヤの子であるイシュマエ
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ルが、十人の部下を率いて来てゲダルヤを打ち殺した。彼と共にミツパにいたユダの人々もカルデ

ア人も打ち殺された。民は皆、上の者から下の者まで、また軍の長たちも、カルデア人を恐れて、

直ちにエジプトに出発した。ユダの王ヨヤキンが捕囚となって三十七年目の第十二の月の二十七日

に、バビロンの王エビル・メロダクは、その即位の年にユダの王ヨヤキンに情けをかけ、彼を出獄

させた。バビロンの王は彼を手厚くもてなし、バビロンで共にいた王たちの中で彼に最も高い位を

与えた。ヨヤキンは獄中の衣を脱ぎ、生きている間、毎日欠かさず王と食事を共にすることとなっ

た。彼は生きている間、毎日、日々の糧を常に王から支給された。 

**************************************************************************************** 

ヨヤキンがバビロンに連行された後、バビロンの王によってその叔父が王位に付けられてゼデキヤ

となった。しかしこの王も列王紀では前の王たちと同じく「主の目の前で悪を行った。エルサレム

とユダにこのような事の起こったのは主の怒りによるもで、主はついに彼らをみ前から払いすてら

れた。」と言っている。そのビデキヤがバビロンの王にそむいたので、BC586 に第２回バビロン捕囚

が起こった。 

ネブカドネツァルはユダの地を属州とし、総督をおいて支配したが、潜伏した反バビロニアの人々

の抵抗が続いた。総督暗殺事件が起こると報復を恐れた反バビロニア派の多くはエジプトに亡命し

た。なお、エレミヤ書に依れば、BC582 に第３回のバビロン捕囚が行われ、７４５人が連行されたと

言うが、詳細は分からない。イスラエル王国を滅ぼしたアッシリアは、人々を強制的に分散させ、

イスラエルの地には他から入植者を移住させたが、ユダ王国を滅ぼした新バビロニアは、集団とし

てまとまってバビロンに連行し、またその跡地には他から入植させなかった。そのため、解放され

た人々が戻ったときには比較的民族賭してのまとまりを維持することができた。イスラエル十二部

族のうち、王国滅亡を越えて生き残ったのは、ユダ部族（および祭司部族であったレビ人と、南王

国の住民であった一部のベニヤミン人）を中心とする旧ユダ王国の人々だけであった。このことか

ら、やがて彼らはユダヤ人（ギリシャ語で「イウダイオイ」）と呼ばれるようになった。 

 

参考 エレミヤ書 52：28～30 →エレミヤ書では、捕囚は３回あったと記されている。 

28 ネブカドレツァルが捕囚として連れ去った民の数をここに記すと、第七年（BC598→ブリタニカ国

際大百科事典：BC597）に連れ去ったユダの人々が三千二十三人、 

29 ネブカドレツァルの第十八年（BC587→ブリタニカ国際大百科事典：BC586）にエルサレムから連

れ去った者が八百三十二人であった。  

30 ネブカドレツァルの第二十三年（BC582→ブリタニカ国際大百科事典：BC581）には、親衛隊の長

ネブザルアダンがユダの人々七百四十五人を捕囚として連れ去った。総数は四千六百人である。 

 

 

 

 

 

 

 


